
小　　計

時間数

9:20～9:30

9:30～16:15
講義及び演習

6時間

第2日目 11月25日（月） 9:30～16:15
講義及び演習

6時間

第3日目 12月14日（土）

第4日目 12月21日（土）

第5日目 12月22日（日）

第6日目 1月8日（水）

第7日目 1月20日（月）

第8日目 2月5日（水）

第9日目 2月17日（月）

小　　計

合　　計

講義及び演習
18時間

講義及び演習
24時間

会場

開催方法

e-ラーニング

9月下旬～視聴可能
※詳細は決定通知で案内

時間数

講義5時間（300分）

講義2時間（120分）

講義3時間（180分）

講義3時間（180分）

JA・AZMホール
大ホール
（住所）

宮崎市霧島1丁目1番地1

JA・AZMホール
本館２階大研修室

（住所）
宮崎市霧島1丁目1番地1

JA・AZMホール
大ホール
（住所）

宮崎市霧島1丁目1番地1

④人材育成及び業務管理

54時間（3240分）

70時間（4200分）

開催日

⑤運営管理におけるリスクマネジメント

第1日目 11月7日（木）

オリエンテーション

9:30～16:15

9:30～16:15

⑥地域援助技術（コミュニティソーシャル
ワーク）

科目

⑦地域における生活の継続を支える医療と
の連携及び多職種協働の実現

⑧対人援助者監督指導（スーパービジョン）

⑨個別事例を通じた介護支援専門員に対
する指導・支援の展開

講義3時間（180分）

　　16時間00分　（960分）

令和６年度　主任介護支援専門員研修　日程表

科目

①主任介護支援専門員の役割と視点

②ケアマネジメントの実践における倫理的な課題に対す
る支援

③終末期ケア（EOL（エンドオブライフ）ケア）を含めた生
活の継続を支える基本的なケアマネジメント及び疾患別
ケアマネジメントの理解



科目 目的 内容

①主任介護支援専門員の役
割と視点

地域包括ケアシステムの構築
や地域包括ケアを実現するケ
アマネジメントを展開するに当
たり、主任介護支援専門員が
果たすべき役割を認識すると
ともに、その役割を担う上で必
要な視点、知識及び技術を修
得する。

・地域包括支援センター、居宅介護支援事業所等における主任介護支援専
門員の役割（地域や事業所の介護支援専門員に対する個別支援、地域や事
業所における人材育成の実施、多職種等とのネットワークづくりや社会資源
の開発などの地域づくり及びセルフケア・セルフマネジメントに関する地域住
民の意識づくり）について講義を行う。
・事業所におけるケアマネジメントと地域包括ケアシステムにおいて求められ
るケアマネジメントの違いに関する講義を行う。
・介護支援専門員に対する指導・支援の視点及び地域包括ケアシステムの
構築に当たっての地域づくりに関する講義を行う。
・介護保険制度や利用者支援に係る周辺制度について、最新の制度改正等
の動向に関する講義を行う。
・質の評価やデータ活用を行いながら、科学的に効果が裏付けられた質の高
いサービスの提供に向けた現状の取組及び課題についての講義を行う。

講義 5時間

②ケアマネジメントの実践に
おける倫理的な課題に対する
支援

介護支援専門員が直面しやす
い倫理的課題に対し、どのよう
な姿勢で対応すべきかについ
て指導・支援する技術を修得
する。

・介護支援専門員倫理綱領の意義内容を再確認し、介護支援専門員が備え
るべき倫理について実践例を交えて講義を行う。
・ケアマネジメントを行う際に直面する倫理的課題と対応方法について講義を
行う。
・個別支援において生じた倫理面の課題に対する指導・支援方法について講
義を行う。

講義 2時間

③終末期ケア（EOL（エンドオ
ブライフ）ケア）を含めた生活
の継続を支える基本的なケア
マネジメント及び疾患別ケア
マネジメントの理解

高齢者の生理、心理、生活環
境などの構造的な理解や疾患
別のケアの留意点、終末期ケ
アの基本等を踏まえた介護支
援専門員への指導・支援や地
域づくり等を行うために必要な
知識・技術を修得する。

・「適切なケアマネジメント手法」の意義、基本的な考え方を踏まえた、介護支
援専門員への指導・支援の方法や留意点に関する講義を行う。
・終末期ケアの基本を理解し、居宅及び施設における終末期ケアの課題や
必要な視点について講義を行う。
・終末期ケアで必要な看護サービス等を活用する際の視点や医療職をはじ
めとする多職種との連携方法・協働のポイントについて講義を行う。

講義 3時間

④人材育成及び業務管理

質の高いマネジメントを提供
し、事業所の適正な運営等を
図るための「人事管理」「経営
管理」に関する知識の修得及
び「人材育成」「業務管理」の
手法を修得する。

・地域や事業所内における介護支援専門員の人材育成に関する留意事項、
効果的な取組及び方法（研修計画の作成、 OJT・OFF-JT、事例検討会等）
について講義を行う。
・地域において人材育成を行うに当たって必要なネットワークの構築方法に
関する講義を行う。
・事業所内における介護支援専門員に対する業務管理の意義方法及び課題
と対応策について講義を行う。

講義 3時間

⑤運営管理におけるリスクマ
ネジメント

ケアマネジメントを実践する上
で発生するリスクに対して、組
織や地域として対応する仕組
みの構築に必要な知識・技術
を修得する。

・ヒヤリハットの事例に基づき、ケアマネジメントを行う上で発生しうるリスクの
予測とその評価の手法について講義を行う。
・地域や事業所におけるリスク軽減に向けた仕組みや体制の構築の手法に
ついて講義を行う。
・介護支援専門員に課せられている秘密保持義務の規定を再確認し、個人
情報の取扱に係るリスクと関連制度について講義を行う。
・自然災害や感染症が発生した場合の対応に関する基本的な考え方や方
法、対応体制の構築に向けて必要な知識や方法について講義を行う。

講義 3時間

⑥地域援助技術（コミュニティ
ソーシャルワーク）

地域において、地域援助技術
（コミュニティソーシャルワー
ク）の実践が進むよう地域づく
りの重要性と主任介護支援専
門員の役割を理解するととも
に、地域課題の把握方法、地
域づくりに向けた具体的な取
組内容等に係る必要な知識・
技術を修得する。

・地域づくりの意義と手法及び地域課題を把握するための情報の入手・活用
の方法について講義を行う。
・地域課題の解決に向けた関係者によるネットワークの機能や構築方法につ
いて講義を行う。
・地域援助技術（コミュニティソーシャルワーク）に関する介護支援専門員に
対する指導・支援方法を修得する。
・地域ケア会議等を通じて把握した地域課題を解決するための地域援助技
術（コミュニティソーシャルワーク）の展開について、基本的な考え方や方法を
修得する。

講義及び演習 6時間

⑦地域における生活の継続を
支える医療との連携及び多職
種協働の実現

地域において、医療との連携
や多職種協働が進むよう、他
の介護支援専門員や多職種
に対する働きかけ、連携・協働
の仕組みづくりに必要な知識・
技術を修得する。

・医療職をはじめとした多職種との協働における工夫と留意点など成功例と
失敗例を参考にして連携・協働の仕組みづくりの重要性を理解する。
・地域ケア会議が有している機能と、当該会議を効果的に開催するための運
営方法に関する講義を行う。
・行政との連携・協働に当たっての留意点に関する講義を行う。
・多職種協働において関係する他法他制度（難病施策、高齢者虐待防止関
連施策、障害者施策、生活困窮者施策、仕事と介護の両立支援施策、ヤン
グケアラー支援関連施策、重層的支援体制整備事業関連施策等）の概要と
他法他制度を活用する際の関係機関等との連携・協働に当たっての留意点
に関する講義を行う。
・日常的な実践における医療職をはじめとした多職種協働に関する介護支援
専門員への指導・支援方法を修得する。

講義及び演習 6時間

⑧対人援助者監督指導
（スーパービジョン）

対人援助者監督指導（スー
パービジョン）の機能（管理や
教育、支援）を理解し、実践で
きる知識・技術を修得するとと
もに、スーパーバイザーとして
主任介護支援専門員に求めら
れる姿勢を理解する。

・対人援助者監督指導（スーパービジョン）の内容と方法に関する講義を行
う。
・対人援助者監督指導（スーパービジョン）の効果、介護支援専門員に対して
対人援助者監督指導（スーパービジョン）を行う際の留意点及びスーパーバ
イザーとしての主任介護支援専門員の心構えと視点を理解する。
・個人対人援助者監督指導（個人スーパービジョン）と集団対人援助者監督
指導（グループスーパービジョン）の方法等を修得する。

講義及び演習 18時間

⑨個別事例を通じた介護支援
専門員に対する指導・支援の
展開

介護支援専門員に対する指
導・支援における様々な方法と
関わり方について、その具体
的方法や留意点を理解すると
ともに、事例研究の実践的な
展開方法を修得する。

・個々の事例に対する介護支援専門員のケアマネジメントについて、主任介
護支援専門員として指導・支援を行う際の様々な方法（コーチング、ティーチ
ング等）を修得するとともに、指導・支援を行う際の様々な場面における関わ
り方を理解する。
・指導・支援に当たっての留意点を踏まえつつ、事例検討事例研究における
指導・支援の実践的な展開方法（会議の設定と準備、介護支援専門員との
関係構築、傾聴、承認、指導・支援の具体的な展開及びまとめと振り返り）を
修得する。

講義及び演習 24時間

時間数

令和６年度　主任介護支援専門員研修　プログラム

70時間


